
　

年
２
・
５
０
％
～
３
・
６
５
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を
最

長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
間
は
ご
利
息
の
み
の
ご
返

済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料

　

団
体
会
員　
　
　

年
０
・
７
％

　

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
２
０
％

応

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

  

自
動
車
、
家
電
の
購
入
、
教
育
資

金
、
医
療
費
な
ど
、
生
活
資
金
全
般

に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者
の

　

方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互
助

　

会
の
会
員
の
方

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職
場

　

に
融
資
制
度
の
な
い
方

▼
融
資
額
及
び
期
間
等

○
生
活
資
金
（
生
活
資
金
・
耐
久
消

　

費
財
購
入
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
３
・
２
～
３
・
７
％

○
教
育
資
金（
教
育
資
金
、授
業
料
等
） 

▼
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
２
・
２
～
２
・
７
％

○
福
祉
資
金
（
出
産
、
育
児
、
災
害

　

復
旧
資
金
等
）

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内 

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
１
・
９
～
２
・
４
％

○
自
動
車
資
金
（
自
動
車
購
入
資
金
、

　

自
動
車
に
関
す
る
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円 

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
融
資
金
利（
固
定
金
利
、保
証
料
込
）

　

年
２
・
３
～
２
・
８
％

※
「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」

は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
」
以

外
の
方
は
年
０
・
３
％
の
利
子
補
給

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
農
業
経
営

全
体
を
カ
バ
ー
す
る
新
た
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、『
収
入
保
険
制

度
』
の
導
入
が
決
定
し
ま
し
た
。
平

成
31
年
１
月
か
ら
の
制
度
開
始
を
目

指
し
て
お
り
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
が
加
入
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

個
人
の
場
合
、
新
た
に
青
色
申
告

を
始
め
る
に
は
、
平
成
29
年
３
月
15

日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
に
は

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
専
門
家

（
税
理
士
）
を
講
師
と
し
た
青
色
申

告
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
17
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁　

講
堂

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
４
９

― 白鷹 2016 ６ ―

●日時　３月５日（日）
　１回目 : 午前10時～
　２回目 : 午後２時～
●会場　白鷹町産業センター（パワー
　センター白鷹）
●入場料　無料（全席自由）
※事前に整理券をお求めください。
●整理券取扱　白鷹町教育委員会、中
　央公民館、各地区コミュニティセン
　ター、白鷹町産業センター（パワー
　センター白鷹）、白鷹町文化交流セ
　ンターあゆーむ
●主催　白鷹学講座企画委員会、白鷹
　町教育委員会、白鷹町中央公民館
【問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係  
☎８５- ６１４６
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福岡市 高取保育園。

そこには、まるでタイムトリップしたような

懐かしい日本の子育てがありました。

それは、先人たちから引き継いだ”魂の育てかた”。

日本の伝統的な「食養生 医食同源」に基づいた給食の献立は、

玄米、みそ汁、納豆、旬の野菜料理です。

みそは、園児たち自らが、毎月、毎月、100キロ仕込みます。

梅ぼし、沢庵、高菜漬けなども手づくりです。

アトピーやアレルギーだった園児の多くが、

元気に巣立っていきました。

30年続く高取の「和食給食スタイル」は、

教育視察を通して日本中に広まりました。

発酵学の第一人者である小泉武夫 東京農業大学名誉教授が、

伝統和食に込められた先人たちの英知を、

わかりやすく説き明かしていきます。

「家庭の和食」「手づくりみそ」が、本作の主役なのです。

昔ながらの子育てに秘められた豊潤な精神文化、

その輝きを追いました。

子どもたちから元氣をもらうピュア・ドキュメンタリーを

ぜひご覧ください。

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  

■  
■  
■  
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い
た
だ
き
ま
す
！
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